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技術（工法）の特徴

技術（工法）の概要 技術審査の結果の概要

※いくつかの現場における測定結果をまとめたもの ※いくつかの現場における測定結果をまとめたもの

　KS-EGG（K S-Ecological Gentle Geo-Improvement）工法は、緩い砂質地盤に回転駆動装置と押込みウィンチを組み
合わせた回転貫入装置により、ケーシングパイプの静的貫入を行い、パイル材の排出・打戻し・拡径によって締固めた杭を造成
することで、原地盤を静的に締固める地盤改良工法です。
　バイブロハンマー（起振機）を使用することなく、静的な回転貫入装置を使用することで振動・騒音を低減し、周辺環境に配慮
できる工法です。

　締固め効果は、KS-EGG工法と振動式SCP工法の改良後杭間Ｎ値（実測値）で比較し、同等程度であることを確
認しました。また、両工法の改良後杭間Ｎ値（実測値）と振動式SCP工法による改良後Ｎ値（計算値：方法Cおよび方
法D）とも比較し、同等程度であることを確認しました。

１. 締固め効果が、振動式SCP工法と同等程度であることの確認。

　振動・騒音レベルは振動式SCP工法と比較して、低振動・低騒音が求められる環境下で施工が可能なことを確認しました。

2. 低振動・低騒音での施工が可能なことの確認。
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KS-EGG工法の施工サイクル KS-EGG工法の構成図

掘削・貫入工程
（①　→　②）

造 成
完 了

締固め杭造成（③～⑥繰り返し）
引き抜き 拡径・締固め 引き抜き 拡径・締固め

偏芯タイプ

1枚 2枚

非常に緩い砂質地盤 非常に緩い砂質地盤～硬質地盤

φ520mm

φ700mm

同芯タイプ

同芯タイプ・偏芯タイプともに、掘削した土を空隙部分に連続的に移動させ、回転貫入中に側面
方向へ掘削土を押付ける効果がある。特 　 徴

形 　 状
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【高品質な施工】
振動式SCP工法と同等の地盤改
良効果が得られます。

【周辺環境への配慮】
低振動・低騒音での施工が可能で
す。

【資源の有効活用】
リサイクル材（ガラス砂、再生砕石等）
をパイル材として有効活用できます。

KS-EGG工法と振動式SCP工法の杭間実測Ｎ値の比較 改良後杭間Ｎ値（実測値と計算値（Nd：方法D））の比較
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技術(工法)の適用範囲
　　　備　　考囲　範　用　適

緩い砂質地盤

φ700mm（標準）

20.0m程度(施工基盤面下）

20程度　層厚2m程度≦N値

砂、砕石（C-40）、再生砕石（RC-40）、
ガラス砂を標準

実績　最大粒径φ40mm
(平成20年1月現在)
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対 象 地 盤

造 成 杭 径
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地盤強度（中間層）

パ イ ル 材

実績　GL-19.5m

実績　N値＝25
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